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１．はじめに 

近年、設計の初期段階で素早く安価におおよその耐風応答特性を把握できる技術が求められている。著者等

は、上記を受け、全径間模型などによる最終確認風洞試験の前に、橋桁断面の耐風性の目処付けを素早く安価

に行える超小型の多目的簡易風洞試験ツール(以下S-VFD＊と呼ぶ)を開発し、単独橋に対してはその有効性に

ついて確認している1)。 

一方、近年上下線分離の暫定施工の増加や既存橋梁の存在等から並列状態の橋梁の建設が増加しているが、

その耐風応答特性は、過去に試験例も少なく、更に単独時には生じない振動の発生もあり2)、並列橋の間隔、

形状、振動特性などパラメータも多いため、事前に机上で応答特性を推定するのは容易ではない。本研究では

上記を受け、S-VFDの並列橋への適用の可能性を検討した。       *Super-Visualized Fluid Dynamics 

 

２．試験装置概要 

並列橋の試験を実施する場合、風洞内の風軸方向に並列して二橋が並ぶため、風軸方向の長い距離にわたっ

て測定部に一様な気流を確保する必要がある。そのため、風路壁からの境界層の影響を少なくするため既存装

置1)から風路高を拡張するとともに、隔壁板も大型化し（図1参照）、対象測定部に単独橋の場合と同様、一様

な気流を作成した。また、支持架台も並列間隔比W/B（図2参照）がおおよそW/B=1～5の範囲で変更できる構

造にするとともに、並列した二橋が独立して振動できるようにした（尚、今回はたわみ1自由度の振動のみを

対象とした）。 

以上の装置改造により、並列橋についても単独橋同様、模型縮尺が1/100～1/400の試験を可能とした。 
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図 1 S-VFD 装置改造概要 
図 2 並列間隔比 W/B の定義
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３．試験結果例 

S-VFDによる並列橋の試験結果の一例と大型模型試験結果との比較を図3にまとめて示す。図3のS-VFDの

試験結果より、並列橋の場合は単独橋よりも大きな振動が発生し、特に後流側は単独橋の場合の数倍の大き

さのたわみ振動が発生する。上記は一般的に並列橋で報告されている特性3)であり、大型模型風洞試験と比

較しても並列橋の応答特性を定性的に再現できるものと考えられる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、上記と同一断面形状で並列間隔比を変化させ

た場合のS-VFDの試験結果を図4に示す。図より、今

回対象とした断面については並列間隔比W/Bが3以下

で並列橋の影響が大きく現われ、特にW/B=1.5～3の

間では振幅を増大させ、単独橋の数倍の大きさの振幅

になる。一方、W/Bが1.3程度以下になると抑制効果

により振幅が減少される。 

 以上の結果は計画時に並列橋を耐風設計する上で

重要なデータの1つであり、S-VFDは並列橋について

も有効な耐風検討手段になり得るものと考えられる。 

 
４．あとがき 

以上に示すように、並列橋を対象にS-VFDの本来の目標とする機能（「流れ」「力」「応答」の同時ビジュア

ル化）の1つである応答のビジュアル化について適用性の目処を得た。引き続き、単独橋と同様並列橋につい

ても「流れ」「力」のビジュアル化を図るとともに適用範囲を明らかにし、並列橋を対象としたS-VFDツール

を完成させる予定である。 

今後は、「流れ」「力」「応答」の同時ビジュアル化を図るとともに、CFDの組み込みや乱流試験等への適用

拡大を進める予定である。本S-VFDツールを大型風洞試験に先行して適用することで、現象のメカニズム検討

および制振対策や耐風設計のアイデアの発掘が「早く」「安く」「容易」にできることが期待される。 
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図 3 並列橋計測結果例と大型模型試験結果との比較 

図 4 並列間隔比 W/B と応答特性（たわみ）
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